
愛知環境カウンセラー協会�

市民や事業者の環境保全への取り組みを応援する�

名古屋市中村区�

環境カウンセラーとは、環境保全に関する専門的知識や豊富な経験を持つ人
材であると、環境省が認定した人。県市町村、市民団体、企業などからの要請に
応じ、人材を派遣し講習などを行う。また、エコアクション２１（以下EA21と略称）
地域事務局を運営。EA21は、特に中小規模の事業者が取り組み易い、環境マ
ネジメントシステムとして、環境省がガイドラインを策定。事務局は、事業者からの
申し込み受付、審査人の紹介などを担当している。�

1996年、環境省は環境教育や環境保全活動の指導者を確保するため『環境カ
ウンセラー制度』を創設。愛知県在住のカウンセラーとなった人々が、活動の拠
点をつくるために同団体を設立した。リサイクルや地球温暖化など、多彩な分野
の専門家がカウンセラーとして登録されているので、企業や市民のさまざまな相
談に対応できる。「豊かな環境を次世代に残すためには、自分の行動がどう環
境に影響を及ぼしているのかを知ることが第一」と同団体職員は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア5人�
会員168

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.環境カウンセラーを講師として派遣している。「子
どもたちへ環境問題を伝えたい」「自然観察の
指導をしてほしい」などの要望があれば問い合
わせを。講師料は内容によって異なる。別途、
交通費などの実費が必要。2.省エネやリサイク
ルなど環境への取り組みを考えている企業は、
一度相談を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年3月26日�
環境保全�
－�

概要�

連絡先�

052-471-7477　平日　10:00～16:00�
052-471-7477�
npo.aeca.npo@gmail.com�
http://homepage1.nifty.com/eco-aa/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

〒�453-0041 名古屋市中村区本陣通5-6-1�
地域資源長屋なかむら2F



愛知グリーン・ニューディール政策研究会�

環境活動への入口をつくり、未来の子どもの笑顔を守る�

名古屋市緑区�

1. 環境問題に取り組む専門家や企業を講師として招き、環境問題について学
ぶセミナー『グリーン・リテラシー』を開催。会議室でのセミナーは、堅苦しく感
じ参加しづらいという人向けに、カフェにて雑談形式で語り合う『グリーン・カフェ』
も開催している。�

2. 恵那市山岡町と奥三河でまちづくり活動を実施。過疎高齢化が進む地域の
ため、若者の誘致や林業の活性化、地元産業を活かした商品開発など、あら
ゆる分野に取り組み、まちの活性化を図っている。�

企業の社長たちが、アスベストを中心に環境問題に取り組むため設立。しかし多
忙で十分な活動ができず、団体の高齢化も進んでいたため、若者を中心メンバー
に据え体制を一新。活動の幅も広がり、現在の形となった。100年後の子どもた
ちが笑っていられるよう、自然やエネルギーなど未来に残すべき大切なものを守っ
ていくため活動中。その実現に向け、「人々が環境問題に取り組む『入口』と活
動を陰で支える『黒子役』になりたい」と代表は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア5人�
会員21

構成人員�

募 集 中 ！ �
ボランティアを募集中。活動内容は、セミナーの
企画や当日の運営、まちづくり活動では地元の
人 と々の交流による関係づくり、さまざまなツー
ルを用いての団体の広報やそのためのアイデ
ア出しなど、多岐に渡る。幅広い世代の、さまざ
まなスキルを持つ人の助けが必要なため、「ぜ
ひ一緒に活動してほしい」と呼びかけている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年9月24日�
環境保全�
社会教育、まちづくり�

概要�

連絡先�

〒�

080-1604-1173 月～土　10:00～17:00�
0561-76-3066�
koide@eco-consultant.jp�
http://eco-consultant.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

458-0913 名古屋市緑区桶狭間北2-910-2



雨水利用と緑化を進める会�

「自然に優しく自分に優しい」社会をつくる�

名古屋市西区�

雨水利用と、屋上や壁面を植物で覆う建物緑化、自然エネルギーの普及啓発
活動を実施。活動に関心をもつ人 と々直接つながる場として、フォーラムを開催。
講演者が一方的に話すのではなく、参加者全員が内容について理解・納得でき
るよう、一人ひとりに対し質疑応答の形式をとっている。またインターネットを用いて、
現在の環境問題とその対策としての活動事例を広く公開。インターネットが普及
する以前の1994年より情報提供を続けている。�

1996年、世界で深刻な水不足となり、水の重要性が社会に訴えられた。一方、
温暖化に伴う集中豪雨により、都市部では下水管で処理しきれない雨水があふ
れる「都市洪水」が多発した。その双方に有効な対策として雨水利用が注目され、
かねてより雨水利用を続けていた代表の考えに賛同した人 と々団体を設立。貴
重な水を大切にし、植物や自然エネルギーを上手に利用する生活を推進するこ
とで、「自然に優しく自分に優しい」社会を目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア3,800人�
会員3,860

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体は、代表をはじめ非常に多くの無償ボラ
ンティアですべて運営されている。同団体の理
念に賛同し、共に活動を広めていく思いをもった
ボランティアを募集中。活動内容は、主にフォー
ラムや雨水利用、建物緑化についての相談会
の企画・運営など。ボランティアの募集情報は
随時ホームページにて公開。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年12月16日�
環境保全�
科学技術、NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒452-0822 名古屋市西区中小田井4-303

052-502-1100　月～土　9:00～12:00�
052-504-2045�
ame@js5.so-net.ne.jp�
http://www005.upp.so-net.ne.jp/ame/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



EMあいち�

EM技術を活用して、環境改善を図る�

名古屋市名東区�

乳酸菌、酵母、光合成細菌を主体とした有用微生物が共生するバイオ資材�
『EM』を活用した２つの環境保全活動に取り組む。1.堀川の浄化活動。1年間
でヘドロが最大17cm減少した実績をもとに、アユが棲む水辺を目指す。2.周辺
の学区に呼びかけ、『生ごみ堆肥化プロジェクト』を推進。各家庭で、生ごみに
EMぼかし（粉）をまぶした堆肥を作ってもらい、回収するというもの。回収時にも
らえるポイントを集めると、EMで育てた野菜と交換できる。�

EM関連商品を扱う会社が、EM技術で社会貢献をしたいと団体を設立。堀川浄
化のような活動を推進するとともに、実証データを公開してEMへの理解を広げ、
利用促進を図ることで、環境汚染のない、安心して暮らせる社会の実現を目指す。
その最初のステップとして、『生ごみ堆肥化プロジェクト』を企画。各家庭で生ご
みから肥料をつくり、地域の農業や家庭菜園で使うなどして、環境にやさしい循
環型の地域社会づくりに取り組んでいる。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア16人�
会員16

構成人員�

「EMは、津波で塩害被害にあった田畑の土壌
改良や口蹄疫の拡散防止などさまざまなところ
で活用されている」と石田理事長。カビ落とし
や消臭、植物の手入れなどにも効果的という。�
「EMを使ってみたいけれど、使い方が分からない」
「こんなところにも使えるかな?」といった疑問・
質問があれば、同団体まで問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2010年8月13日�
環境保全�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒�

052-709-7600 平日　9:00～17:00�
052-709-7610�
isｈida@em-seikatsu.co.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

465-0053 名古屋市名東区極楽5-148

メ ッ セ ー ジ �



環境エコ・ニュープロダクツ推進機構�

初期費用ゼロで環境に優しい省エネ機器導入を実現する�

名古屋市東区�

病院や介護施設、ゴルフ場などへ、環境に優しくコスト削減にもなる省エネルギー
機器の導入を提案。機器はLED照明や節水型の水道の蛇口、新しい型のエア
コンなど。かかる初期費用を企業が投資する形のため、初期費用ゼロでの導入
が可能。同団体はそのような企業と導入施設との仲介役を担っている。削減し
たコストは、機器を導入した施設と企業で分配される。現在は愛知・岐阜県内の
施設に働きかけており、今後は関西へ活動を広げていく予定。�

代表が下水道料金の減免を支援するビジネスに携わる中で、「それだけでは広
がりがなく環境にも貢献できない」と感じた。そこで削減した下水道料金をもとに、
省エネルギー機器を導入したことが活動の始まりである。利益に左右されず自由
な立場で本当によい製品の導入を勧められるよう、企業ではなくNPOとして団体
を設立。「すべては子どもたちの未来のために」を合言葉に、環境と経済が両立
できる社会を目指し、活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア10人�
会員10

構成人員�

募 集 中 ！ �
会員を募集中。「団体の活動・価値観に賛同し、
子どもたちによりよい未来を残すという夢を共
に目指してくれる人と一緒に活動したい」と呼
びかけている。特に団体の活動を社会に広く
知らせるため、ホームページ作成など広報に関
する技術を持つ人を必要としている。問い合わ
せは、ホームページのメールフォームから。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2011年1月28日�
環境保全�
経済活動、NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒�

052-935-7310 平日・土　9:00～18:00�
－�
info@npo-kankyoueco.org�
http://www.npo-kankyoueco.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

461-0003 名古屋市東区筒井1-12-10



環境改善技術推進機構�

環境に配慮した商品を応援する�

名古屋市中村区�

地球温暖化や大気汚染といった環境問題を解決するため、団体の会員企業が
販売する、環境に配慮した商品を紹介することが主な活動である。具体的には�
『メッセ名古屋（異業種展示交流会）』などのイベントで、生ごみ減容装置や
LED灯などの商品を紹介したり、ビジネス展開に悩む事業主の相談を受け付け、
その事業主に環境に配慮した商品を紹介する活動を行う。また、定期的に講演
会を開催し、環境問題について市民や会員企業に伝えている。�

世の中には環境に配慮したよい商品が多くあるにも関わらず、事業者が宣伝や
営業をするための十分な資金がないために、埋もれてしまっているということが多
かった。そこで、環境に配慮した商品を販売している事業主たちが集まり、商品を
もっと世の中に普及させるために同団体を設立。「企業が知恵を絞ってつくった
商品を企業のために広げていくことが、結果的に世のため人のためになるので
はないか」と理事長は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア30人�
会員100

構成人員�

募 集 中 ！ �
会員企業を随時募集中。現在100以上の企
業が会員となっている。会員になると、理事長
である経営コンサルタントなどに、ビジネス展開
について相談ができる。また、年に2～3回開催
している講演会への参加者も募集している。
環境事業に興味がある人はぜひ参加を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年3月18日�
環境保全�
NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒453-0014 名古屋市中村区則武1-9-9�
　　　　　  側島第2ノリタケビル3F

052-453-3288　平日　9:00～17:00�
052-453-3375�
kirin@jin.ne.jp�
http://www.eita.or.jp/ 

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



環境ビオネット�

誰でも参加できるエコ活動・打ち水を推進�

名古屋市西区�

1. 毎年8月に中区で行われる『広小路夏まつり』でのイベント『打ち水大作戦』
へ参加。同イベントの開催準備や広報など、運営の一端を担っている。�

2. ペットボトルのキャップを集めてリサイクル業者に渡し、途上国へのワクチン代
としてその売上金を寄付している。2011年までに累計27,250個のキャップを
集め、34人分のポリオワクチンとなった。また今後、行政による環境問題への
取り組みに、協働の形でサポートしていく予定。�

愛知万博を機に、環境をテーマに社会貢献を行いたいとの思いから団体を設立。
『打ち水大作戦』は東京のNPOが始めたもので、残り湯など二次用水を使い、
決められた日時に一斉に打ち水を行って気温を測定する社会実験。ヒートアイラ
ンド・地球温暖化対策だけでなく、夏の伝統風習である打ち水に取り組むことで、
地域のコミュニケーション活性化も期待される。活動を通じて、人・街・社会にとっ
て豊かな環境の創造を目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員5人�
ボランティア200人�
会員13

構成人員�

「打ち水は、誰でも参加できる環境活動。水を
撒くことで気温を下げ、エアコンの使用量を減
らすことができる。普段の生活の中から、地球
環境への意識を持ってほしい」と事務局長。ま
た同団体は、土木・都市計画の専門技術者が
多数在籍しており、「まちづくりの在り方に環境
保全の提案・助言・啓発などを行っていきたい」
と語る。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年1月5日�
環境保全�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒�

052-551-2610 平日　9:00～17:00�
052-551-2550�
npo@ebionet.org�
http://www.ebionet.org/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

451-0042 名古屋市西区那古野2-11-23

メ ッ セ ー ジ �



沙漠緑化ナゴヤ�

緑化活動を通して、日中友好の懸け橋に�

名古屋市千種区�

深刻な砂漠化問題を抱える中国の黄土高原。その西側に位置し、黄河や揚子
江の源流域でもある甘粛省蘭州市(劉家峡)と青海省西寧市で、毎年植樹を実施。
植樹地域にある3つの小学校とも深い親交があり、植樹活動には地元の小学
生も参加して汗を流す。また毎年、小学生数名と校長先生を会員宅などに招いて、
日本を知ってもらうためのホームステイを実施。中国の沙漠緑化に取り組むと共に、
日中友好の懸け橋となる人材育成にも力を注ぐ。�

1997年から活動する同団体が、黄土高原で植樹を始めたのは2001年。以来、
現地の小学校と交流を結び、子どもたちと一緒に植樹をしてきた。防砂林をつくり、
黄砂に埋もれがちなインフラを確保し、畑を守り、禿山を緑に変え、大きな街に
変貌させるほど発展に寄与。今では、現地でも官民挙げて緑化に取り組むなど、
同団体の功績は大きい。ホームステイ受入れ事業と併せて活動を続け、揺るぎ
ない日中友好関係を築きたいとしている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員16人�
ボランティア50人�
会員198

構成人員�

募 集 中 ！ �
中国・黄土高原での植樹の参加希望者を募
集（毎年5月頃実施予定）。植樹活動のほか、
現地で催される交流パーティや、北京などの観
光も盛り込まれている。詳しくは問い合わせを。
なお、渡航費、滞在費など費用はすべて個人負
担。また、運営に参加する正会員、継続的な活
動を支える賛助会員も募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年6月29日�
環境保全�
国際協力、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-783-0010 平日　9：00～17：00�
052-783-0010�
kcno@sankocc.com�
http://sabakuryokka.web.fc2.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

464-0806 名古屋市千種区唐山町3-30�
冨士開発(株)内�



親水会�

いのちのつながりとはたらきを新しい世代につたえる�

名古屋市西区�

主に親子を対象に、季節ごとの自然観察会や環境工作を実施。自然観察会では、
自然の美しさや楽しさを伝え、子どもたちが自然に興味を持つきっかけをつくって
いる。例えば、夏には「小川の温度はどうして冷たいの？」といった素朴な疑問に
ついて、実際に小川の温度を測って一緒に考えている。環境工作では自然の材
料を使って楽器や万華鏡などをつくる。その他にも、堀川1000人調査隊に参加し、
堀川の水質調査も行っている。�

地球温暖化や異常気象、海面の上昇など、さまざまな環境問題が起こっている
一方、都会の子どもたちは家の中で遊ぶことが多く、自然と触れ合う機会が少ない。
そのような問題に対し、子どもたちが自然について考えるきっかけをつくることで、
少しでも解決につなげられるのではと考え、活動している。特に「里山・里川・里海」
の中を循環する「水」をテーマとして、すべてがつながって自然が成り立っている
ことを子どもたちに伝えている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア13人�
会員13

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.会員を随時募集している。会員には年間のイ
ベント情報が送られる。特に、自然観察会の運
営に一緒に参加してくれる人は大歓迎。興味
のある人はメールで問い合わせを。2.自然観察
会の参加者を募集している。詳細はホームペー
ジ参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年4月11日�
環境保全�
まちづくり、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒451-0041 名古屋市西区幅下1-2-34

052-571-7330　9:00～21:00�
－�
mitockan@yahoo.co.jp�
http://shinsuikai.web.fc2.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



中部リサイクル運動市民の会�

リユースとリサイクルを推進し、物を大切にする社会を�

名古屋市熱田区�

空き瓶や空き缶などを再資源化するリサイクルと、状態のいい古着や本などまだ
使える不用品を譲り受け再使用するリユースの仕組みをつくっている。スーパー
の駐車場などで無償回収をするリユース＆リサイクルステーションを定期的に開
催するほか、熱田区で常設会場の『Re☆創庫』（りそうこ）を運営し、回収だけで
なくリユース品の販売も行なっている。売り上げは運営費にあてるほか、今後は
自然エネルギーの普及など、地域の環境改善のためにも使用する予定。�

大量生産・大量消費の社会でごみの分別も少なかった時代、一部の人しか関
心がなかったごみ問題を、深刻な問題としてとらえた人々によって設立された。リ
サイクルは再資源化するために電力などのエネルギーを必要とするため、より環
境に優しいリユースを推進している。また、リユースを推進することで、無駄に新し
いものを買うことなく、ものを大切に使うリデュースの普及につなげ、環境を大切
にする心を持つ人 を々増やすことを目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員11人�
ボランティア60人�
会員148

構成人員�

募 集 中 ！ �
リユース＆リサイクルステーションの現場を運営
するボランティア『市民リサイクラー』を募集中。
利用者との会話を通じて、環境保全の大切さを
伝えることが最も大切な役割である。具体的な
活動内容は、不用品・資源の分別の手伝いや、
輸送トラックへの積み込み作業など。詳しくは
問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2000年1月20日�
環境保全�
まちづくり、NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒�

052-659-1007 10:00～17:00　※火除く�
052-659-1009�
staff@es-net.jp�
http://www.es-net.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

459-0059 名古屋市熱田区八番2-19-16�
エコロジーセンターRe☆創庫あつた�


